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水色の羽根募金運動
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平成17年10月1日

財
団
法
人
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

理
事
長

鈴

木

俊

「
注
射
持
経
遺
え
育
英
会」

設
え
三
十
五
府
与
を

迎
え
て

〆ヘ

本
育
英
会
が
、
来
る
十
月
二
十
九
日
、

設
立
三
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
年
、
太
平
洋
マ
リ
ア
ナ
諸

島
ア
グ
リ
ガ
ン
海
域
に
お
い
て
、
台
風

に
よ
り
か
つ
お
釣
り
漁
船
乗
組
員
二
O

O
余
名
の
犠
牲
者
を
出
し
た
海
難
事
故

を
契
機
に
、
従
来
、
地
域
的
に
行
わ
れ

て
い
た

「漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
運

動
」
が
全
国
的
に
拡
が
り
、
水
産
業
界

全
体
の
総
意
に
よ
り
、
漁
業
に
従
事
中

の
父
親
を
亡
く
し
た
遺
児
を
精
神
的
・

経
済
的
に
励
ま
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動

を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
四

十
五
年
十
月
二
十
九
日
、
文
部
・
農
林

大
臣
の
認
可
を
得
て
、
本
育
英
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
、
せ
め
て
給
食
費
程
度
で
も

と
、
小
・
中
学
生
に
対
す
る
学
資
給
与

制
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
漁

協
系
統
を
中
心
と
し
て
多
く
の
方
々
の

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
八
期
に
及
ぶ
「
漁
船
海

難
遺
児
育
英
資
金
募
金
運
動
」
を
実
施

よた．ム一
A英育

.~ 
( 1 ) 

し、

基
金
の
造
成
に
努
め
つ
つ
、
育
英

事
業
制
度
の
改
善
及
び
事
業
水
準
の
充

実
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
現
在
で
は
、

幼
児
三
歳
か
ら
大
学
生
ま
で
の

一
貫
し

た
育
英
制
度
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
延
べ

六
万
名
強
、

一
万
名
に
近

い
遺
児
に
対
し
て
、
就
学
に
必
要
な
経

費
を
援
助
し
、
励
ま
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
、
こ
の
育
英
事
業
に
対
す

る
関
係
者
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と

温
か
い
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
い
、
海
難
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
労
災
事
故
等
に
つ
い
て
は

減
少
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
一

家
の
大
黒

柱
で
あ
る
父
親
を
亡
く
し
、
悲
し
い
思

い
を
す
る
家
庭
が
こ
れ
以
上
増
え
な
い

よ
う
に
、
従
来
の
海
難
事
故
防
止
に
対

す
る
漁
業
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
ご
努

力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
尚

一
層

の
事
故
減
少
に
対
す
る
ご
努
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
奨
学
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
就
学
に
困
難
を
来
さ
な
い
よ

う
に
と
、
多
く
の
方
々
に
長
年
に
亘
り

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会

「
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
」
設
立
三

十
五
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
相
互
扶
助
の
精
神
に
よ
り
、

海
難
遺
児
を
励
ま
し
続
け
て
き
ま
し
た

多
く
の
方
々
の
ご
厚
意
・
ご
尽
力
に
対

し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
設
立
当
時
の
昭
和
四
十
五
年
代
は

公
害
絶
滅
運
動
や
海
上
交
通
法
対
策
の A

Q
f
A
 

長

植

村

正

ミム，ロ

二
刀
、
わ
が
国
経
済
社
会
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、

二
十

一
世
紀
を
展
望
し

た
新
た
な
水
産
政
策
の
確
立
を
求
め
た

結
果
、
平
成
十
三
年
に
水
産
基
本
法
が

制
定
さ
れ
、
ま
た
新
た
に
水
産
業
・
漁

村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
日
本
学
術

会
議
で
認
め
ら
れ
、
こ
の
機
能
の
維

持

・
増
進
に
係
る
交
付
金
の
確
立
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
漁
協
系
統
運
動
は
そ

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
方
向
に
進
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

育
英
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
八
期
に
わ
た
り
募
金
運

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
、
事
業
の
改
善

ほ
か
、
遠
洋
漁
場
の
国
際
制
約
が
強
ま

る
と
い
っ
た
情
勢
で
し
た
。
そ
の
後
に

オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
、
世
界
の
二
O
O
海

里
体
制
の
時
代
へ
と
入
り
、
国
連
海
洋

法
条
約
発
効
の
も
と
、
日
韓
・
日
中
新

協
定
の
締
結
と
資
源
の
維
持
・
回
復
を

目
指
し
た
二
O
O
海
里
水
域
資
源
管
理

推
進
運
動
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

全
国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会

会
長
理
事

尾

山

春

枝

制
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
、
設
立
三

員
の
命
が

一
瞬
に
し
て
う
ば
わ
れ
ま
し

十
五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

一
言

た
。
そ
の
た
め
に
大
勢
の
子
供
た
ち
が

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

海
難
遺
児
と
し
て
と
り
残
さ
れ
ま
し

昭
和
四
十
年
マ
リ
ア
ナ
諸
島
ア
グ
リ
た
。
こ
の
事
故
が
契
機
と
な
り
漁
業
者

ガ
ン
海
域
で
発
生
し
た
台
風
に
よ
り
、
の
聞
に
、
こ
の
多
く
の
遺
児
た
ち
を
励

尊
い

二
O
O
名
余
の
働
き
盛
り
の
漁
船
ま
そ
う
と
い
う
全
国
運
動
が
起
こ
っ
た

の
が
側
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
設
立
の

端
諸
に
な

っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま

す
。
私
達
、

J

F
全
国
女
性
連
は
、
育

英
会
設
立
前
か
ら
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し

昭
和
四
十
四
年
に
「
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
全
国
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に

な
る
と
と
も
に
積
極
的
に
育
英
会
の
設

立
の
た
め
の
運
動
に
協
力
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
運
動
は
、
当
時
と
し
ま
し
て

ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と
を
肝
に
命

じ
、
学
業
に
専
念
さ
れ
、
将
来
社
会
に

役
立
つ
よ
う
成
長
さ
れ
ま
す
こ
と
を
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
尚

一
層
の
ご

健
康
と
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、

本
育
英
会
設
立
三
十
五
周
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

は
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
海
難
事
故

に
よ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
父
親
を
亡

く
し
た
子
供
た
ち
を
精
神
的
、
経
済
的

に
励
ま
す
子
、つ
く
り
の
活
動
と
し
て
社

会
的
に
も
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の

善
意
の
運
動
が
実
を
結
び
、

翌
年
の
昭

和
四
十
五
年
十
月
に
現
在
の
「
財
漁
船

海
難
遺
児
育
英
会
」
が
設
立
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

J

F
全
国
女
性
連
で
は
、
漁
協
女
性

部
自
ら
の
運
動
と
し
て
、
昭
和
六
十

一

年
度
か
ら
「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

運
動
」
に
取
り
組
み
、
「
漁
村
女
性

一

人

一
日

一
円
募
金
運
動
」
を
展
開
し
て

参
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
漁
船
海
難
遺

児
を
励
ま
す
た
め
の
「
漁
村
女
性

一
人

一
日
十
円
募
金
運
動
」
と
し
て
活
動
し

て
お
り
ま
し
て
、
育
英
会
設
立
か
ら
今

日
ま
で
奨
学
生
と
そ
の
ご
家
族
の
支
援

に
お
手
伝
い
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
漁
船
で
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ツ

や
基
本
財
産
の
充
実
に
貢
献
を
し
て
き

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
問
、
経

済
情
勢
及
び
漁
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い

環
境
の
中
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
紙

面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
、
低
金
利
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
育
英
事
業
の
改
善
・
充

実
を
図
り
つ
つ
、
安
定
的
に
育
英
事
業

を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
相
変
わ
ら
ず
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
育
英
会
の
設
立
三

十
五
周
年
を
迎
え
お
祝
い
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/i kuei kai 

ト
の
着
用
率
は
、
ま
だ

一
割
に
も
達
し

て
い
ま
せ
ん
。
J

F
全
国
女
性
連
で
は
、

講
習
会
等
を
通
じ
て
漁
船
海
難
の
防
止

及
び
海
難
に
伴
う
死
亡

・
行
方
不
明
者

の
減
少
に
向
け
て
粘
り
強
く
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
の
必
要
性
を
働
き
か

け
て
参
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
の
漁
船
海
難
は
、
大
小

合
わ
せ
て

一
，
二

O
三
隻
で
、

二
二

O

人
も
の
方
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お

り
、
事
故
は
幾
度
と
な
く
繰
り
返
し
起

き
て
お
り
ま
す
。

二
ゑ
の
大
黒
柱
を
失

い
、
残
さ
れ
た
家
族
、
と
り
わ
け
子
供

達
が
健
や
か
に
成
長
し
明
る
い
未
来
へ

と
羽
ば
た
く
こ
と
を
願
う
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
「
制
漁
船
海

難
遺
児
育
英
会
」
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
水
産
基
本
法

が
制
定
さ
れ
、
ま
た
新
た
に
水
産
業
・

漁
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
日
本
学

術
会
議
で
認
め
ら
れ
、
こ
の
機
能
増
進

に
係
る
交
付
金
の
確
立
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
漁
協
系
統
運
動
は
そ
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
方
向
に
進
ん
で
参
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
国
民
か
ら

も
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
育
英
事

業
が
更
に
充
実
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

育英会ホームページ
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「
海
と
魚
と
食
を
考
え
る
会
」
設
立

豊
か
な
海
の
恵
み
を
次
世
代
に
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
海
と
魚
と

食
を
考
え
る
会
」
が
、
七
月
十
八
日

（
月
）
の
「
海
の
日
」
、

J
F
全
漁
連
を

中
心
メ
ン
バ
ー
と
す
る
実
行
委
員
会
に

よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
、
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
「
鳳
風
」

（
東
京
都
港
区
）
で
は
、
開
会
初
代
代

表
で
、
料
理
評
論
家
と
し
て
テ
レ
ビ
で

お
な
じ
み
の
服
部
学
園
理
事
長
服
部
幸

臆
氏
の
講
演
会
、
側
水
土
舎
代
表
取
締

役
乾
政
秀
氏
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
く
じ
ら
や
ア
ジ
を
使
っ
た
お
さ

か
な
試
食
会
等
が
開
催
さ
れ
、
猛
暑
の

中
、
約
三
O
O名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
入
口
で
は
、
本
会
の
募
金
活
動

も
行
わ
れ
、

J
F
全
漁
連
漁
政
部
部
長

長
屋
信
博
氏
の
呼
び
掛
け
に
、
来
場
さ

れ
た
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
者
の
方
々
並
び
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

［
育
英
会
の
あ
ゆ
み
］

昭
和
四
十
五
年
八
月
十
月

十
二
月

四
十
六
年

四
十
七
年
四
月

四
十
九
年
四
月

十

月

五

十

年

十

月

五
十

一
年

四

月

五五
十十

年年

四二七
月月月

五
十
四
年
四
月

五
十
五
年
四
月

五
十
六
年
四
月

五
月

五
十
七
年

二
月
四
月

五
十
八
年
四
月

十
二
月

五
十
九
年

三
月

十

月 月

財
団
法
人
設
立
準
備
会
（
九
月
・
設
立
発
起
人
会
）
設
置

文
部
・
農
林
両
大
臣
、
財
団
法
人
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
設
立
を
許
可

第
一
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
開
催
（
以
降
、
四
半
期
ご
と
に
開
催
、
現
在
に
至
る
）

中
学
生
及
び
小
学
生
を
対
象
に
学
資
給
与
を
開
始
。
中
学
生
月
額
千
円
、
小
学
生

月
額
五
百
円

全
国
育
英
事
業
事
務
担
当
者
会
議
開
催
（
以
降
、
毎
年
一
回
開
催
、
現
在
に
至
る
。

た
だ
し
、
平
成
十
六
年
度
は
除
く
）

大
蔵
大
臣
か
ら
所
得
税
法
（
特
定
寄
付
金
）
及
び
法
人
税
法
（
指
定
寄
付
金
）
の

寄
付
金
と
し
て
指
定
を
受
け
る
（
昭
和
四
十
九
年
三
月
ま
で
指
定
期
間
延
長
）

小
学
校
入
学
記
念
品
贈
呈
、
一
人
千
円
を
開
始

学
資
給
与
の
対
象
に
高
校
生
を
加
え
る
。
月
額
二
千
円

日
本
自
転
車
振
興
会
よ
り
補
助
金
交
付
さ
れ
る
（
以
降
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
ま

で
継
続
）

寄
附
行
為
第
四
条
に
「
奨
学
金
の
貸
与
」
を
加
え
、
高
校
生
を
学
資
給
与
の
対
象

か
ら
奨
学
金
貸
与
に
移
す
。
月
額
三
千
円
（
た
だ
し
、
昭
和
四
十
九
年
度
高
校
入

学
者
か
ら
適
用
）

漁
船
海
難
遺
児
奨
学
生
「
家
庭
謂
査
報
告
」
調
査
公
表
（
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま

す
全
国
協
議
会
と
共
同
事
業
）

所
得
税
法
施
行
令
及
び
法
人
税
法
施
行
令
に
掲
げ
る
試
験
研
究
法
人
に
該
当
す
る

証
明
を
受
け
る
（
以
降
、
二
年
ご
と
に
認
定
延
長
）

育
英
会
設
立
五
周
年
記
念
、
漁
船
海
難
遺
児
と
お
母
さ
ん
の
文
集
「
だ
っ
乙
し
て

も
ら
い
た
か

っ
た
」
発
刊

学
資
給
与
金
、

中
学
生
の
月
額
千
円
を
千
五
百
円
に
、
小
学
生
の
月
額
五
百
円
を

千
円
に
増
額

小
学
校
入
学
記
念
品
贈
呈
額
千
円
を
二
千
円
に
増
額

「
つ
つ
ま
し
い
高
校
生
活
」
調
査
公
表

育
英
会
機
関
紙

「
育
英
会
だ
よ
り
」
第

一
号
発
刊

（
以
降
、
四
半
期
ご
と
に
発
刊
、

現
在
に
至
る
）

「漁
船
海
難
遺
族
の
母
・

子
と
そ
の
く
ら
し
」
調
査
公
表

漁
船
海
難
遺
児
・
母
の
願
い
「
漁
船
海
難
・
労
災
事
故
を
な
く
そ
う
」
公
表

小
学
校
入
学
記
念
品
贈
呈
額
二
千
円
を
五
千
円
に
増
額

高
校
奨
学
貸
与
金
、
月
額
三
千
円
を
五
千
円
に
、
及
び
理
事
長
が
認
め
る
者
に
は

月
額
七
千
円
に
増
額

学
資
給
与
金
、
中
学
生
の
月
額
千
五
百
円
を
二
千
五
百
円
に
、
小
学
生
の
月
額
千

円
を
二
千
円
に
増
額

小
学
校
入
学
記
念
品
贈
呈
額
五
千
円
を

一
万
五
千
円
に
増
額

例
日
本
船
舶
振
興
会
よ
り
、
学
資
給
与
金
に
対
し
て
補
助
金
交
付
さ
れ
る
（
以
降
、

現
在
に
至
る
）

国
際
児
童
年
記
念
「
漁
船
海
難
遺
族
の
く
ら
し
と
教
育
環
境
」
調
査
公
表
（
第

一

回
調
査
と
し
、
以
降
、
五
年
ご
と
に
実
施
、
昭
和
六
十
年
ま
で
継
続
）

学
資
給
与
の
対
象
に
幼
児
（
幼
稚
園
・
保
育
所
の
四
・
五
歳
児
）
を
加
え
る

学
資
給
与
金
、

中
学
生
の
月
額
二
千
五
百
円
を
三
千
円
に
、
幼
児

・
小
学
生
の
月

額
二
千
円
を
三
千
円
に
増
額

小
学
校
入
学
記
念
品
贈
呈
額

一
万
五
千
円
を
三
万
円
に
増
額

高
校
奨
学
貸
与
金
、
月
額
五
千
円
ま
た
は
七
千
円
を

一
万
円
に
増
額
（
た
だ
し
、

昭
和
五
十
四
年
度
高
校
入
学
者
か
ら
適
用
）

基
金
造
成
国
庫
補
助
三
億
円
交
付
さ
れ
る

皇
太
子
殿
下
、

同
妃
殿
下
の
行
啓
を
仰
ぎ
、
育
英
会
設
立
十
周
年
記
念
「
漁
船
海

難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
の
つ
ど
い
」
を
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

育
英
会
設
立
十
周
年
記
念
、
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集
「
母
さ
ん
の
光
る
汗
」

発
刊
映
画

「あ
し
た
の
海
」

「全
国
の
つ
ど
い
」
試
写
会

「漁
船
海
難
遺
族
生
活
実
態
調
査
委
員
会
」

発
足
、
初
年
度
調
査
開
始
（
以
降
、

二
年
ご
と
に
調
査
公
表
）

高
等
専
門
学
校
在
学
者
の
奨
学
金
貸
与
期
間
を
四
、
五
年
ま
で
に
延
長

高
等
学
校
の
範
囲
に
、
修
業
年
数
二
年
以
上
の
専
修
学
校
を
加
え
る

高
校
等
奨
学
貸
与
金
に
入
学

一
時
金

一
人
十
万
円
を
加
え
る

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
運
動
十
年
の
歩
み
」
発
刊

「
卒
業
奨
学
生
の
生
活
実
態
調
査
」
調
査
公
表

学
資
給
与
金
、

中
学
生
の
月
額
三
千
五
百
円
を
四
千
五
百
円
に
、
幼
児
・
小
学
生

の
月
額
三
千
円
を
四
千
円
に
増
額

「褒
章
条
例
に
関
す
る
内
規
」
第
二
条
に
よ
る
公
益
団
体
に
認
定
さ
れ
る
（
以
降
、

現
在
に
至
る
）

学
資
給
与
金
、

中
学
生
の
月
額
四
千
五
百
円
を
五
千
五
百
円
に
増
額

「
励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
制
度
」
発
足

「母
親
座
談
会
」
（
第

一
回
）
を
千
葉
県
に
お
い
て
開
催
（
以
降
、
平
成
二
年
度

ま
で
継
続
）

学
資
給
与
金
、

中
学
生
の
月
額
五
千
五
百
円
を
六
千
円
に
、
幼
児
・
小
学
生
の
月

額
四
千
円
を
四
千
五
百
円
に
増
額

「
漁
船
海
難
遺
族
の
母
・
子
と
そ
の
く
ら
し
」
（
第
二
回
）
謁
査
公
表

四
月

七
月

八七
月月

十
月

八
月

十
月

四
月

漁船海難遺児に 羽根募金の水色!! 手を愛の



第 117号

J

F
共
済

全
国
推
進
・
表
彰
大
会

平成17年10月1日

／九

よ

去
る
七
月
二
十

一
日
（
木
）
、
ホ
テ

ル
日
航
東
京
（
東
京
都
港
区
）
に
お
い

て
、
厚
生
共
済
五
十
周
年
と
チ
ョ
コ

l

新
制
度
発
足
を
記
念
し
「
平
成
十
七
年

度
J

F
共
済
全
国
推
進

・
表
彰
大
会
」

（J
F
共
水
連
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

全
国
よ
り
関
係
者
約
四

O
O名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

？三ム一品英
τa;: 
同

内句・5

rヘ

会
場
入
り
口
で
は
本
会
職
員
に
よ
る

募
金
活
動
を
行
い
、
来
場
さ
れ
た
皆
様

か
ら
多
大
な
ご
協
力
を
賜
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

主
催
者
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
を

は
じ
め
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
多

く
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

( 3 ) 

平
成
十
七
年
度

第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

去
る
七
月
二
十
九
日
（
金
）
、
『
平
成

十
七
年
度
第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員

会
』
が
開
催
さ
れ
、
「
第
二
回
奨
学
生

出
願
者
（
七
月
十
五
日
締
切
り
）
の
選

考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校
在

学
の
学
資
給
与
奨
学
生
三
名
、
大
学
等

在
学
の
貸
与
奨
学
生

一
名
、
合
計
四
名

の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
九

月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

＊
部
活
動
の
た
め
、
札
幌
の
高
校
へ
進

学
し
た
長
男
（
高
三
）
と
違
い
、
地
元

の
高
校
へ
進
学
し
た
次
男
。
入
学
後
数

日
す
ぎ
て
、
入
部
し
た
部
活
は
、
兄
と

同
じ
パ
ス
ケ
部
f
全
道
レ
ベ
ル
の
長
男

の
学
校
と
は
違
う
け
れ
ど
、
お
互
い
同

じ
ス
ポ
ー
ツ
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
、
が
ん
ば
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
北
海
道
加
津
優
香
子
）

＊
育
英
会
、
漁
連
、
漁
協
の
皆
様
、
ご

寄
付
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
今
迄
長
い
間

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
で
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
息
子
は
今
春
高
校

を
卒
業
し
希
望
し
て
い
る
専
門
学
校
に

進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
親
元

を
離
れ
、
こ
れ
か
ら
心
身
と
も
に
た
く

ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
岩
手
県
岡
谷
美
貴
子
）

＊
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

春
、
息
子
も
高
校
に
進
学
致
し
ま
し
た
。

↓
め
何
人
か
井
三
つ
ヂ
」
xcい
斗
耳
、
す
J
O

（
岩
手
県
森
え
み
子
）

＊
大
学
入
学
を
ひ
か
え
、
娘
は
将
来
に

向
け
て
計
画
中
の
様
で
す
。
入
学
式
ま

で
は
石
巻
市
虻
田
に
有
る
書
店
に
て
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
予
定
で
す
。
父
親
の
死

と
向
か
い
合
い
な
が
ら
子
供
達
も
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
宮
城
県
伊
藤
泰
子
）

＊
お
か
げ
様
で
息
子
は
希
望
し
た
高
校

に
入
学
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
高
校

生
活
に
希
望
と
不
安
の
入
り
ま
じ
っ
た

様
子
で
す
が
、
元
気
に
通
学
し
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宮
城
県
小
山
祐
子
）

＊
六
年
間
、
学
資
給
与
金
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
宮
城
県
亀
山
加
代
子
）

＊
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
娘
も
無
事
大
学
を
卒
業
し
、
社
会

人
と
し
て
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宮
城
県
軍
知
若
子
）

＊
お
か
げ
さ
ま
で
、
学
校
も
卒
業
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
う
れ
し
さ
で
い

っ

ぱ
い
で
す
。
今
、
息
子
は
コ
ン
ビ
ニ
で

働
い
て
夜
勤
・
朝
勤
な
ど
出
勤
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

三
人

で
、
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
長
い
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宮
城
県
清
水
恵
子
）

＊
長
い
間
た
い
へ
ん
お
世
話
様
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宮
城
県
鈴
木
和
子
）

＊
長
い
間
本
当
に
有
り
難
う
御
座
い
ま

し
た
。
こ
の
お
金
で
就
職
の
物
を
買
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
娘
も
仙
台
の

ア
パ
ー
ト
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

（
宮
城
県
千
葉
美
枝
子
）

＊
娘
の
学
校
は
奈
良
県
で
す
け
ど
、
大

阪
の
自
宅
か
ら
電
車
で
三
十
分
の
場
所

で
す
。
毎
日
元
気
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

（
大
阪
府
佐
々
木
公
子
）

＊
義
務
教
育
も
終
わ
り
四
月
か
ら
息
子

も
高
校
生
。
ま
だ
先
は
長
い
で
す
が
何

と
か
皆
様
の
お
か
げ
様
で
こ
こ
ま
で
こ

れ
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
の
念
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
一

年
一
年
と
無
事
健
康
を

願
っ
て
い
ま
す
。
（
島
根
県
村
松
淳
子
）

＊
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
支
援
の
お
陰
で
、
娘
も
希

望
し
た
高
校
に
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
、
親
元
は
離
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の

校
友
た
ち
と
楽
し
い
学
園
生
活
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
徳
島
県
島
尾
抄
子
）

＊
長
男
も
高
校
生
と
な
り
ま
し
た
。
皆

様
の
お
か
げ
で
、
学
業
に
ス
ポ
ー
ツ
に

と
元
気
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
愛
媛
県
河
野
瑞
穂
）

＊
娘
も
無
事
高
校
に
合
格
す
る
事
が
で

き
、
親
子
共
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

（
高
知
県
橋
本
幸
子
）

＊
い
つ
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
高
知
県
森
下
加
枝
）

＊
お
か
げ
さ
ま
で
四
月
か
ら
息
子
も
社

会
人
と
し
て
仕
事
に
つ
く
事
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
感
謝
の

一
言
を
書
か
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
長
崎
県
掛
塚
良
子
）

＊
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
様
で
息
子
も
仕
事
に
つ
く

事
が
で
き
、
本
人
も
研
修
中
で
は
あ
り

ま
す
が

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
長
崎
県
切
江
美
智
子
）

＊
中
学
生
の
最
後
の
思
い
出
に
写
真
と

作
文
を
の
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
三
年
、
お

か
げ
さ
ま
で
春
か
ら
大
学
生
に
な
り
、

親
元
か
ら
離
れ
て
い
き
ま
す
。
二
月
に

四
月

漁船海難遺児

胡
朝
日
新
聞
東
京
厚
生
文
化
事
業
団
よ
り
中
学
校
木
学
祝
金
と
U
で
補
助
金
交
付
さ

れ
る
（
以
降
、
平
成
三
年
度
ま
で
継
続
。
た
だ
し
、
昭
和
六
十
二
年
度
は
中
断
）

学
資
給
与
の
対
象
に
、
幼
児
の
三
歳
児
を
加
え
、
及
び
盲
学
校

・
聾
学
校
・
養
護

学
校
の
高
等
部
在
学
者
を
奨
学
金
貸
与
の
対
象
か
ら
移
す

学
資
給
与
金
、
幼
児

・
小
学
生
の
月
額
四
千
五
百
円
を
五
千
円
に
増
額

中
学
校
入
学
記
念
品
贈
呈

一
人

一
万
円
を
開
始

高
校
等
奨
学
貸
与
金
、
月
額

一
万
円
存
ニ
万
五
千
円
に
増
額
（
た
だ
し
、
昭
和
六

十
年
度
高
校
等
入
学
者
か
ら
適
用
）

育
英
会
設
立
十
五
周
年
記
念
、
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集
「
父
さ
ん
、
大
き
く

な
っ
た
よ
」
発
刊

「
漁
船
海
難
遺
族
の
く
ら
し
と
そ
の
環
境
」
（
漁
船
海
難
遺
族
生
活
実
態
調
査
五

年
間
の
ま
と
め
）
を
公
表

六
十

一
年
四
月
学
資
給
与
金
、
中
学
生
の
月
額
六
千
円
を
七
千
円
に
増
額

六
十
二
年
四
月
学
資
給
与
金
、
幼
児
・
小
学
生
の
月
額
五
千
円
を
六
千
円
に
増
額

六
十
三
年
四
月
学
資
給
与
金
、

中
学
生
の
月
額
七
千
円
を
八
千
円
に
増
額

十
二
月

。所
得
税
法
施
行
令
及
び
法
人
税
法
施
行
令
に
掲
げ
る
「
試
験
研
究
法
人
」
が
「
特

定
公
益
精
進
法
人
」
に
改
称
さ
れ
る
（
二
年
ご
と
に
認
定
延
長
、
現
在
に
至
る
）

高
校
等
奨
学
貸
与
金
、

月
額

一
万
五
千
円
を
二
万
円
に
増
額
（
た
だ
し
、
平
成
元

年
度
高
校
等
入
学
者
か
ら
適
用
）

「
漁
船
海
難
遺
族
の
母

・
子
と
そ
の
く
ら
し
」
（
第
三
回
）
調
査
公
表

奨
学
金
貸
与
の
対
象
に
大
学
生
等
を
加
え
る
。
月
額
四
万
円
、
及
び
入
学

一
時
金

四
十
万
円
以
内

例
日
本
船
舶
振
興
会
よ
り
、
従
来
の
学
資
給
与
金
に
加
え
て
大
学
等
奨
学
貸
与
金

に
対
し
て
補
助
金
交
付
さ
れ
る
（
以
降
、
平
成
十
二
年
度
ま
で
継
続
）

皇
太
子
殿
下
の
行
啓
を
仰
ぎ
、
育
英
会
設
立
二
十
周
年
記
念
「
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
全
国
の
つ
ど
い
」
を
国
立
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催

育
英
会
設
立
二
十
周
年
記
念
、
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集
「
お
母
ち
ゃ
ん
、
お

父
ち
ゃ
ん
買
っ
て
」
発
刊

「
サ
ン
ケ
イ
福
祉
の
船
」
（
産
経
新
聞
社
東
京
本
社
主
催
）
に
本
会
小
学
校
五
、

六
年
の
奨
学
生
参
加
（
以
降
、
現
在
に
至
る
）

「
漁
船
海
難
遺
児
漁
業
従
事
者
座
談
会
」
（
第

一
回
）
を
山
口
県
に
お
い
て
開
催

（
以
降
、
平
成
四
年
度
ま
で
継
続
）

学
資
給
与
金
、
中
学
生
の
月
額
八
千
円
を

一
万
円
に
、
幼
児
・
小
学
生
の
月
額
六

千
円
を
八
千
円
に
増
額

中
学
校
入
学
記
念
品
贈
呈
額

一
万
円
を
二
万
円
に
増
額

高
校
等
、
大
学
等
進
学
予
定
者
の
貸
与
奨
学
生
予
約
採
用
制
度
を
開
始

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
（
第

一
回
）
を
実
施

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
」
第
二
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
（
本
年
度
よ
り

「
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
改
称
）

育
英
事
業
事
務
担
当
者
（
関
東
・
北
陸
）
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
（
第

一
回
）
を
新
潟
市

に
お
い
て
開
催
（
以
降
、
平
成
八
年
度
ま
で
継
続
）

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
」
第
三
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

学
資
給
与
金
、
中
学
生
の
月
額

一
万
円
を

一
万
二
千
円
に
、
幼
児
・
小
学
生
の
月

額
八
千
円
を

一
万
円
に
増
額

学
資
給
与
の
対
象
に
高
校
生
を
加
え
る
。
月
額

一
万
二
千
円

中
学
校
入
学
記
念
品
贈
呈
額
二
万
円
を
三
万
円
に
、
小
学
校
入
学
記
念
品
贈
呈
額

三
万
円
を
五
万
円
に
増
額

中
学
校
卒
業
記
念
品
贈
呈
、

一
人
五
万
円
を
開
始

高
校
等
奨
学
貸
与
金
、
月
額
二
万
円
を

一
万
五
千
円
に
改
定

大
学
等
奨
学
貸
与
金
、
月
額
四
万
円
を
五
万
円
に
、
及
び
入
学

一
時
金
四
十
万
円

以
内
を
五
十
万
円
以
内
に
増
額
（
た
だ
し
、
平
成
六
年
度
大
学
等
入
学
者
か
ら
適

用）例
日
本
船
舶
振
興
会
よ
り
、
従
来
の
学
資
給
与
金
（
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
）
及

び
大
学
等
奨
学
貸
与
金
に
加
え
て
、
高
校
等
学
資
給
与
金
に
対
し
て
補
助
金
交
付

さ
れ
る
（
以
降
、
現
在
に
至
る
）

「
漁
船
海
難
遺
族
の
暮
し
と
そ
の
環
境
」
（
漁
船
海
難
遺
族
生
活
実
態
調
査
五
年

間
の
ま
と
め
）
を
公
表

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
」
第
四
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

育
英
会
設
立
二
十
五
周
年
記
念
、
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集
「
お
父
さ
ん
、
い

っ
し
ょ
に
帰
ろ
う
」
発
刊

「
漁
船
海
難
遺
族
の
母
と
子
の
く
ら
し
」
（
第
四
回
）
調
査
公
表

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
」
第
五
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
」
第
六
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
」
第
七
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
」
第
八
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

学
資
給
与
金
、
高
校
生
等
の
月
額

一
万
二
千
円
を

一
万
七
千
円
に
、
中
学
生
の
月

額

一
万
二
千
円
を

一
万
五
千
円
に
、
小
学
生
の
月
額

一
万
円
存
二
万
二
千
円
に
、

幼
児
の
月
額
一
万
円
を

一
万

一
千
円
に
増
額
し
、
四
月

一
日
に
遡
及
し
て
適
用

育
英
会
設
立
三
十
周
年
記
念
、
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集
「
い
つ
か
逢
お
う
よ
、

父
ち
ゃ
ん
」
発
刊

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
」
第
九
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

ホ
！
ム
ペ

1
ジ
開
設

「
漁
船
海
難
遺
族
生
活
実
態
調
査
報
告
」
（
五
年
間
の
ま
と
め
）
を
公
表

十

平
成

十十
二一十九八
年年年年年

十

年

十
四
年

十
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年

十
ム
百
円

年
:re 
年

十
二
月

二
年

四

月

年
四
年

五
年年

七
月

七
年
十

一
月

十
月

四
月

羽根募金

八
月

の水色

月
四
月

!! 

七
月
十
月
七
月

手を

月

の愛

四十
月月月

三
月
十
月
十
月
十
月
十
月
六
月

八
月

三三十
月月月
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十
三
回
忌
の
法
要
を
終
わ
ら
せ
ま
し

た
。
六
才
だ
っ

た
息
子
は
お
父
さ
ん
の

顔
を
忘
れ
覚
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
船
乗
り
で
家
に
数
日
し
か
い
な

か
っ
た
せ
い
も
あ
り
し
か
た
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
長
い
間
色
々
と
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
長
崎
県
松
永
好
江
）

＊
お
か
げ
様
で
娘
も
高
校
生
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
鹿
児
島
県
谷
川
久
美
子
）

＊
今
年
は
主
人
の
十
三
年
忌
で
す
。
娘

は
希
望
し
て
い
た
高
校
に
入
り
、
制
服

姿
も
ま
ぶ
し
く
楽
し
そ
う
で
す
。
入
学

式
の
目
、

仏
前
に
制
服
を
着
け
て
あ
い

さ
っ
す
る
姿
に
胸
が
つ
ま
り
ま
す
。
母

子
三
人
仲
よ
く
、
が
ん
ば

っ
て
ま
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
沖
縄
県
宜
保
初
美
）

平成17年10月 1日よだム一A英

＊
長
い

間
有
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

育

（北
海
道
大
卒
安
達
佳
七
）

＊
就
職
も
決
ま
り
四
月
か
ら
働
き
始
め

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
頑
張

っ
て
働
い
て

借
り
た
お
金
を
返
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
二
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
岩
手
県
大
卒
野
里
美
有
希
）

＊
長
い
間
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
千
葉
県
高
卒
飯
田
絵
里
香
）

＊
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
無
事
大
学
に
進
学
も
決
ま
り
こ
れ

か
ら
更
に
勉
強
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
新
潟
県
高
卒
大
滝
綾
子）

＊
高
校
を
無
事
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（

福

岡

県

片

岡

未

江

）

( 4) 

高
卒

＊
奨
学
金
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自

分
の
希
望
し
て
い
ま
し
た
専
門
学
校
に

入
学
で
き
ま
し
た
。
祖
母
と
二
人
で
頑

張
っ

て
い
き
ま
す
。

（
長
崎
県
高
卒
片
平
美
紀
）

＊
い
ま
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ぶ
じ
に
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
（
大
分
県

高
卒

栗
林
絵
里
香
）

＊
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
台
風
の
季
節
、
漁
船
の
安
全
を
心

よ
り
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
千
葉
県
福
田
昌
佳
）

＊
心
の
こ
も

っ
た
若
い
方
か
ら
の
た
よ

り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
で
も
役

に
た
て
ば
と
思
い
ま
す
。
お
元
気
で
。

（
東
京
都
須
藤
美
智
子
）

※
保
護
者、

奨
学
生
か
ら
の
お
便
り
は
、

平
成
十
七
年
四
月
よ
り
寄
せ
ら
れ
た

も
の
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

一
『募
金
・
ご
寄
付
」
の
お
礼

平
成
十
七
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※ご芳名（敬称略）

一、漁協系統募金（各都道府県の

漁連、信漁連等で構成する「漁船

海難遺児を励ます地方協議会（略

称・地方協）」等で取り扱った分

で、一般寄付を含みます。）

【六月】O北海道マ側川崎漁業
川崎一好l進水祝いO兵庫県マ全
国水産物商業協同組合連合会神戸

大会募金O香川県マ向山武O福岡
県マ豊前年金友の会マ黒木正弘マ

給与奨学生 貸与奨学生 平成17年度第2回採用者

都道府県名 合計 高校生等 高校生等 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小 計 高校生等 大学生等 小計 幼児 小学生 中学生

給与 貸与
大学生等

北 海 道 1 23 17 22 63 1 8 9 72 

青 森 1 4 2 6 13 2 2 15 

岩 手 1 2 4 7 14 2 5 7 21 1 1 

宮 城 3 5 7 9 24 1 3 4 28 

秋 回 1 1 1 

山 形 1 1 1 1 2 

福 島 2 1 5 8 8 

茨 城 1 1 2 1 1 3 

千 葉 2 4 2 2 10 1 1 11 1 1 2 

東 京 3 1 1 5 2 2 7 

神 奈 /II 

新 潟 2 1 1 4 4 

富 山

石 ｝｜｜ 1 1 2 4 1 1 5 

静 岡 1 3 1 5 5 

愛 知 3 3 3 

福 井

重 1 1 1 

京 都 1 1 2 2 

大 阪 1 2 3 1 1 4 

兵 庫 3 4 6 13 2 2 15 

和 歌 山 2 1 3 3 

A鳥 取 1 1 3 2 7 1 1 8 

島 根 3 4 5 12 1 1 13 

岡 山 1 1 2 2 

広 島 1 1 2 1 1 3 

山 口 1 4 3 7 15 1 3 4 19 

徳 島 2 4 6 1 1 7 

香 Ill 2 1 1 4 1 1 5 1 1 

愛 媛 7 1 4 12 3 3 15 

高 知 1 4 6 11 1 1 12 

福 岡 1 3 1 1 6 2 2 8 

福岡県有明海

佐賀県玄海

佐賀県有明海 1 1 2 2 

長 崎 2 6 6 9 23 2 4 一6 29 

大 分 3 1 5 9 4 4 13 

熊 本 2 1 4 7 7 

宮 崎 1 3 5 4 13 2 2 15 

鹿 児 島 1 4 3 8 16 1 1 2 18 

沖 車砲 1 4 4 3 12 1 2 3 15 

ぷ口入 言十 20 97 90 131 338 15 48 63 401 1 1 1 1 4 
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本
会
設
立
三
十
五
周
年
を
記
念
し

て
、
皆
様
よ
り
作
品
を
募
集
し
て
お
り

ま
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た
「
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
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に
つ
き
ま
し
て
、
当
初
、
平
成
十
七
年

十
月
三
十

一
日
（
月
）
の
刊
行
を
予
定

し
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お
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ま
し
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が
、
応
募
締
切
の
延

長
等
に
伴
い
、
製
作
が
遅
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
し
ば
ら
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の
間
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行

を
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
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た
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よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
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す
。
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漁船海難遺児 羽根募金の水色!! 手をの愛

※高校生等には養護児を含む。

※奨学金貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む。

※平成17年度第2回採用者は内数である。




